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日本の伝統的なモノづくり精神を基盤とした倫理教育手法の開発とそのフィリピンへの展開
Developing an Engineering Ethics Curriculum Based on the Philosophical Foundation of 
Japan's Monozukuri Approach to Manufacturing 
吉田善一本アベ リャナ ・バルジリオ材ミラー和空叫べナ ・ジェラルディン間不金坂良一川和
1 .はじめに
ビジネスのグローパル化が進み、アジアへ展開する 日
本企業が増えている。このような時代にこそ、人的交流
を通じて様々な文化、価値観、相違を認識し、 その多様
性を理解する ことが一層求められる。そこで、我々は、
多様な文化、価値観の相互理解が求められるなか、社会
のニーズに即した人材育成支援活動を推進してきた。
東洋大学は平成 24年 1月に創立 125周年を迎え、そ
の一環として「東洋大学版日本型モノづくり背学のアジ
アへの発信」を'支施した。最初の対象国を決めるために、
平成23年 11月にマレーシアとフィリピンでの現地調査、
インドとベトナムでの聞き取り調査をした。その結果、
フィリピンで「産学官連携モノづくり人材育成フnロジェ
ク卜j を実施することに決定した。当初の課題ー は、 1)
最終的には日系企業へのお役立ち、2)日本型モノづくり
の発信、 3)留学生の確保、であった。現在の課題は、日
本企業のグローパル化に伴う多国籍社員への日本型モ
ノづくり精神の教育手法の開発であるcその結果、フィ
リピン日系企業において、社員のグローパルな競争力が
強化され、職業倫理が高揚し、働くことの意味づけ ・動
機づけができることを 目的としている。
本プロジェク卜の発端は、経済産業省 「産業技術人材
育成支援事業J(1121 ~ 1.122) で教材『社会人力ノート』を
開発したことである。これは、論語を中心(こ技術者ー行動
規範が自然と身に付くよう工夫された理工系学:性及び
若手技術者向けの教科書である。本書を利用し、平成
22年度に学坐及び社会人向け(以下 「初級J)の実証講
座を繰り返し、教育手法を開発し、平成 23年度から実
用講座(カリキュラム組込みゃ有料)に移行している。
1 )そこで日本人向け本講座をフィ リピンでも実施寸る
ことにした。
事理て学部 fti本{実 r:学科 料サンホセ ・レコ レ トス大学T'l守口
出初訳家出牢カネハッケ ジ株式会社
フィリピン展開の第 ステップとして、上記周年事業
の一環で、 『社会人力ノ ー ト 』の英語版 ~L ife in lhe liel 
\Vorld ~ を開発したっ 同時に、本書を利用した品一義がで
きるようにフィリピン人大学教員の日本での研修及び
彼らと共に教育手法の開発を行一った。これらを踏まえて、
平成 24年2月から、フィ リピンの日系企業や大学で初
級の実証講座を繰り返してきている。 2) 
ここでは、 日系企業と大学で実施した初級実証講座の
評価と考察、また、1J扱講座を発展させた中級;出il講座
の途中経過についても報告する。
2 東洋大流倫理教育手法
『社会人力ノー ト』を教材と して、上記経産省事業で、
東洋大学の工学部学乍に対 して、実証講座を繰り返し、
教材 ・教育手法の改善を行ってきた。その結果、 y:.系の
学生にも有効で、あるとの評価を得た。また、新入社員や
中堅社員の再教育にも役立つと評価された。その評価を
基に、平成 23年 l片カミら実用講座を開始し、学内では
理工学部、生命科学部、文学部、 学外では白治体二円佳の
講演会や企業研修と 、現在(平成 26年 8月)まで、 32
rill講座を実胞してきた。講義ごとに改善・拡張を繰り返
し、東洋大学独自の人材育成手法へと発展させつつある。
育てるべき人材像は、「日本の伝統的なモノづく りの
考え方や発想ノJを備え、広い視野と フィロ ソフィーを持
つリ ーダーjであるつ特に、何らかの形でモノづくりの
発展を担え、アジアを中心にグローパルにモノづくりを
発信できる人材の育成を念頭に置いている。
その開発内容は、の学生 ・新入社員向け社会人力養成
手法、②国内外の標準たりう る技術倫理教育である。
アプローチは、(1)東洋大学と提携するフィリピンの
大学や日系企業で実用講義を実施し、その後アジア諮問
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へ展開すること、(2)(1)を逆輸入し日本人学生のグロー
パル化に役立てるこ と、 (3)MsA(Masterof susiness 
Administration)の必修科日としての「モノづくり思考」
講座を学内外へ提供すること、である。現在、(1)の実
用講座の途中まで実施済みである。
独自性は、①経産省が平成 18年に発表した「社会ノ¥
基礎力」に「東洋大学の建学の精神」と 「古来技術者の
モノの見方」を加え、「論語」を中心lこ説明した『社会
人力ノート』を教材とすること、②「東洋思想」と 「古
来日本の自然観」を基に日本的人間力の研究を行し、執筆
した『和の人間学j]3)に加え、 天地自然の理を知る手が
かりとなるように執筆した『ナノテクノロジーのとびら』
1)を 「技術者倫理教育」の教材とすること、③江戸時
代に生まれた「商人道Jと「古来経営・モノづくり哲学」
から導き出した独自の「工人道」を現在の技術者行動規
範として提案したこと、 ④①の 「社会人力」、②と③の
「モノづくり哲学jに、日本の 「エコ ・フィロソフィー」
を加えた「モノづくり思考j講座を構築することである。
そして、到達目標は、 (l)日本史に裏打ちされたモノ
づくり ・ヒトづくり哲学を確立すること、 (2)日本の伝
統的なモノづくり精神を基盤とした倫理教育手法を開
発すること 、(3)日本の思想史及び技術史の実証的な研
究に即して、これを根源的に探り、そこに世界共通の倫
珂規範を見出すこと、 (4)日本型モノづくりの真の普遍
化・国際化のために、モノづくり精神をフィ リピンの文
化 ・人々 ・土地に根づかせること、である。
3. 日系企業での初級講座
3. 1 教育手法
WLife in the Real Worldj]は、上記周年の記念出版
物として海外の提携校に配布され、世界で初めての日本
型社会人力養成教材として高く評価された。本書は 5
つの輩、 ~ 1.The Real Wor ld、~ 2. Eng i neer i ng、~ 3. 
Rcsponsibili ty・CharacLer ' l川 losophy 、 ~4 目 Corpora te
Li fe、~ 5. Real-¥Vorld Checklistsで構成されている。
本書による初級講座は、 Lecturel:Social FoundaLional 
Capability(社会人心得)、 Lecture2:Maximsfor 
Enginecrs(技術者心得)、 LecLure3: Character Bui 1 ding 
(人格形成)の 3つの講義とモノづくり精神を身に付け
るワークショップとで構成されている。
平成 24年に、東洋大学とフィリピンのサンホセ ・レ
コレトス大学(USjR)は国際産学連携教育の覚書を交わ
した。その内容の一部は、「日本型モノづくりの発想や
技術研究と高度な教育内容を融合させて、国際的見識に
優れ、日本とフィリピンにおけるモノづくりの発展にf寄
与できる人材を育成することを目的と した教育連携プ
ログラムを実施する」である。これに基づき平成24年
9月に 3週間、LSjRから工学系教員 2名を招轄し、WLife
in the Real Worldj]の教育手法の研修 2)を行った。
また別途、平成 24年に、東洋大学とカネノfッケージ
(槻(KP)は国際産学連携教育の覚書を交わした。その内容
の一部は、r1目互に協力して白木のモノづくり精神の考
え方をフィリピンにおいて普及させ、フィリピンで製造
業に従事する者の人材教育開発、教育連携または共同研
究プログラムの推進可能性検討を行うJである。この連
携に基づき平成 25年 2月から従業員向け実証講座 2:と
その結果を踏まえた教育手法の開発をフィリピン人の
人材育成担当者と共に行っている。
3. 2 実証講座
表lは平成 26年 3月 l日に KPフィリピン社(KPPI)
で行った初級講座のプログラムである。参加者は、 KPPI
及びその関連会社と他の日系企業から 45名で、内訳は
管理職、リーダ一、一般社員がそれぞれ 15名であった。
図 1 は初級講座のアンケー卜結果であ る。 l 低~4 高
の4段階評価で、階層別に示しである。比較的高い評価
が得られているが、リーダーと一般に比べ管理職が少し
厳しい評価となっている。特に、 「仕事への活用Jr盟解
度Jr企業目標止の一致Jrレベル」が高い値を示したこ
とから、本手法により、モノづくり精神をフィリ ピンの
文化 ・人々 ・土地に根づかせる ことが可能であると考え
る。また、「自身の積極性」が平均 3.5と高い値を示し
た。平成25年2月7日に同様の講座を実施したときは、
2. 8と低かった。 21この上昇は、前回受講者の話を聞き、
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本講座の価値を認識し、自主的な学びが誘発されたこと
を示しており、職業倫理の高揚に繋がっている ことが分
かった。また、記述欄では、毎年問機の講座を開催して
欲しいとの意見が圧倒的であった。また、講師の ミラー
は WLifcin the Real World~ の翻訳者で、アメリカ人
で対話型の講義を行ったため、受話者の理解度は高かっ
た。吉田の方は、一方向的講義形式であったため、理解
度が低かったよ うである。
4. 日系企業での中級講座
4. 1 教育手法
東洋大学では平成 25年9月から、井 卜会円了哲学塾 ij
を開設し、哲学を学びの基礎とする少人数のリ ーダー育
成を行っている。そこで吉田が講義した内容を基に、初
級講座を発展させた中級講座刑の教材 『和の人間学』を
開発した。本舎の副題は 「東洋思娃!とH本の技術史から
導く 人格者の行動規範j であり 、6つの輩、「江戸の商
人道から導き出せる人間力Jr工人道から導き出せる人
間力Jr日本精神から導き出せる人!日j力Jr行動規範を哲
学するJr和魂洋才Jr日本における科学 ・技術の形成J
で構成されている。
以下に示す中級講座は、本書の前半2つの章のエッセ
ンスを、 rAs i aneconomic dynami cselnd East巴rnthough L 
(日本 ・アジアの経済活動と東洋思想)Jと題して講義
を行った。い)内容は、古来日本企業の活動に役立つてき
た思想として商ノ¥道を紹介し、陽明学が商人道に与えた
影響を学ぶものである。また、商人道のアナロジーとし
て工人道を考察し、それを基に日本のモノづくり精神か
ら、現在に活かせる技術者の行動規柏を学ぶことである。
4. 2 実証講座
平成25{I・8月1日にKPPTで中級請座を実施した。参
加者は、 KPP].及びその関連会社から管理職 15名であっ
た。講義時間は 1時間、質疑応答が 30分であった。同
2は中級講座のアンケー ト結果である。図1の管理職の
アンケー 卜結果と同様の傾向が得られた。しかし、「レ
ベルJr教材の有効性Jr教材の量Jr訓|叩の技量Jrニー
ズの把探」がより低い値を示した。専門用語が多く難し
かったためだと考えられる。今後、ニーズを明確にし、
テーマを絞る必要がある。記述欄から、講義内容の重要
性は認識されているが、英語版教科書が無いために理解
できないところが多々あったことが分かる。また、スラ
イドの配布だけでは、 量が少ないと判断されたむ講師に
|到しでも、現地での育成を進めたい。
表 1初級講座のプログラム
時間 内容 担当者
9 00-9:30 開催に至った経緯 Ms. Rhodora 
9:30-10:30 Lecture 1社会人心得 Mr. Mi Iler 
10 :40-11 : 40 Lecture 2技術者心得 Dr. Yoshida 
13:00-14 00 Lecture 3人格形成 Mr Miller 
14 10-15: 10 Worksh叩モノづくり Dr. Yoshida 
精神の会得
15 15-17 00 質疑応答
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図 2中級講座のアンケート結果
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初級 ・中級講座ともに、「仕事への活用JI企業目標と
の一致j が高い値を示 し た。この結主f!:は 、 I~I 社の理念や
社会貢献を理解する ことに、本講座がある程度役立って
いることを示しており 、将来的に、全社員が同じ価値観
を持つことになり 、離職率防止にも役立つと考えられる。
5. フィリピンの大学での入門講座
5. 1 講師の育成
WLifo in the Real World~ を使肘し 、 フィリピンで
学生 ・社会人の教育が行える講師の研修を実施した。平
成 24年 9;:1の研修は、日本のモノづくり精神や日本文
化に関して、US]I¥から 2名の工学系教員を招鴨し、伝
統工芸・文化や歴史遺産や企業を実地見聞した。これは、
講義に活かせるように、できるだけたくさんの事例を見
ても らいたいとの思いでプログラムを組んだ。同時に、
技術者の十|会人力養成に関して、WLifein the Real 
Wor l d~ を招鴨教員に学んでもらい 、 白分なりの講義を
構築してもらった。そして、研修の最終Hに、彼らの講
義を 3名の日本人学生(理工学部)にも聴講してもらっ
た。学生は「ある程度理解できたjとの感想を漏らした。
翻訳者ミラーの真撃な取り組み、招I問教員の学びに対す
る真剣な態度によって、モノづくり精神は言葉の壁を越
えて学生たちの心に届いたと思われる。また、招鴨教員
は、 「本書を基にする ことによって、哲学を中心に講義
を行なうことができた」との感想を漏ら した。
5. 2 フィリピン人講師による講義
平成 25年 4月 17日8目00-10:00、LSJRで、工学部 4
年生 48名に対して、研修を終了したアベリャナが入門
講座を担当した 。 講座は、 SocialFoundational 
Capability(社会人心得)と Maximsfor Engineers(技術
者心得)で構成されているc
図 3は入門講座のアンケー卜結果である。「将来への
活用JI人生目標との一致JI満足度」が高い値を示した。
逆に、「ニーズの把握」が低い値を示した。改善点は、
仕事や自身のグローパル化にどのように役立つかなど、
企業でのニーズを明確にすることで、ある。
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図 3入門講義のアンケート結果
6. JICAプロジェクト
6. 1 人材育成事業
]TCA草の恨技術協力事業「埼玉・セブものづくり人材
育成事業J;)は、平成25年I月に埼玉県が受託し、セブ
州の2大学、県内の4大学、フィリピン日系企業5干上が参
加している。事業概要は、セブ川|の工学部学生を対象に、
県内の大学や企業から講師を派遣し、日本企業がモノづ
くりに懸ける思いやベースとなる思想、それに県内企業
の技術力を紹介しながら、日本企業が大切にしている こ
とを学んでもらう「埼玉版ものづくり人材育成講座」を
開設することである。
平成26年度は日本人講師が中心に5日間の集中講義を
2回行った。5月の集中講義Aは、日本文化論、モノづく
り哲学、環境哲学、プロジェクトマネージメン 卜で構成
されている。8月の集中講義Bは、中小企業論、日本の技
術紹介、企業紹介で構成されている。今後、集中講義A
が担当できるフィ リピン人講師を育成し、平成27年度の
集中講義Aは、フィリピン人講師が中心に行う予定であ
る。
集中講義Aは、東洋大流の「社会人力j と 「モノづく
り特学J、それに 「エコ ・フィロソフィーj を基にした
「モノづくり思考」の一連の講座でもある。前半部分は、
WLifo in the Real World~ を使用するため、 これまで
積み重ねてきた講義のノウハウが盛り込まれている。
?????
?
μ本の伝統的なモノっくり精神を基盤とした倫J[!教育手法の開発とそのフィリ ピンへの展開
Developing an En日inecringEthics Curriculum sased on the Philosophical ]'oundation of 
)apan's Monozukuri Approach to Manufacturing 
吉田善一 アヘリ γナ ・パルジリオ ミラー干n');~ ペナ ・ジェラルディン 令Jぷ良一
6. 2 講座内容
表2は、平成 26年 5月 13日と 14日の 2日間に、日]R
で行った ~Life in the R日日1lVorld~ 講座のプログラム
である。参加者は、 US]Rの工学部学生 80名とサン ・カ
ルロス大学(USC)の工学部学生 20名であった。講座は、
講義とワークショップとで構成されている。 nif巴 ln
the Real World~ の ê 1. The Real ¥Vorld (社会人心得)
は、 KPPIの人材育成担当のベナ ・ジェラノレディンが担
当した。東洋大学と KPの国際産学連携教育覚書に基づ
き、彼女は木講座に関して、平成 25年ー から自社及び東
洋大で、の研修を行ってきた。また、ワークショップも担
当した。e2. Engineering (技術者心得)は、US]Rのア
ベリャナが担当した。e3. Responsibi 1 i ty・Character'
Philosophy (人格形成)は、東洋大の吉田が抱当した。
2 日目の午後からの発表では、昼休み前に 、 I ~易経』を
基に、自身の変易 ・不易 ・簡易を考える」という課題を
与え、代表者 5名を指名し、発表してもらった。本講座
から学習したことも入れ、高い理解力を示した。
最後に筆記試験を実施した。 内容は ~L ife in the Real 
lVorld~ の各項 目の理解度を問うもので、 25 聞の穴埋め
問題を用意した。結果は 92名が受験し、最高 96点、最
低 44点、平均 70点と高得点であった。これは、本書を
すべての学生が読んでいたこと、また、多くの学生が十
分に理解していたことを示している。
表 2JIGA講座のプログラム
時間 内容 担当者
8:00-10:00 Lecture 1社会人心得 Engr. Pena 
10:00-12 00 日brkst"qJ1 Sl疋SSITαH Engr. Pena 
13:00-15:00 Lecture 2技術者心得 Dr. Abe I I ana
15:00-17 00 Workshop 2 PAPER BOATS Engr. Pena 
8:00-10 00 Lecture 3人格形成 Dr Yoshida 
10ふ00-1200 Workshop 3人格形成 Dr Yoshida 
13 00-1400 発表 ，人格形成 Dr. Yoshida 
14:00-16:00 日brkst"qJ4川明T州TrMTI四 Engr. Pena 
1 6 : 00-17 : 00 筆記試験 Dr. Yoshida 
7. まとめ
日本の伝統的なモノづくり精神を基盤とした社会人
力養成手法を開発し、フィリピンで、実証を行った。その
結果、H系企業での職業倫理高揚に役立つことを示せた。
今後は、フィリピンの大学カリキュラムや企業での有料
講座に移行させたい。
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